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1　国語科における「自立」の基本的な考え方

本校では,国語科において「子どもが自立する」ということを次のようにとらえる。

ことばを媒体 とした主体的な言語活動 (読 む こと ・聞 くこと ・話す こと ・書 くこと) を通 し

て, ものの見方 ・考 え方 ・感 じ方をよ り確かに, より豊か にしていき, 自分 を見つめ常 に向上

してい く力 を身 につけること。

一人ひとりが自立に向かうためには,自ら学習すべき課題を見つけ,課題解決のための方法を考

え,追究するなど,「自分の力で学ぶ」ことを重視しなければならない。

しかしもう一方で,教室は集団活動の場であり,授業では常に人と人とのかかわりが伴ってくる。

そこでは,お互いの考えや感じたことが触れあうことで,一人ひとりの学習意欲が刺激されたり,

ものの見方が広がったり,考え方に新たな視点が加わったりするなどの「学び合い」が生まれる。

こういった「学び合い」を通して,さらに「自分の力で学ぶ」ことをより確かなものにしていき,

一人ひとりの「学び」の質的向上を図っていきたい。

2　サブテーマ「自分で決める場を大切に」とのかかわり

一人ひとりの自立をめざして,課題を自分の力で追究する学習を成立させていくためには,「自分

で決める場」をどう保障していくかが大切になってくる。

「自分で決める場」を広い意味でとらえると,教材文を音読するときの「こんなふうに読もう」

や話し合いのときの「こうだからこう思う」など様々な学習活動の中にあると考えられる。自分の

思いをことばで表現するとき,そこには「自分の考えを決める」「その根拠を決める」「ことばを選

ぶ」「ここで発表しよう」などの自分で決めることが絶えず必要となる。「自分で決める場」は,何

かを決定するその場だけを示すものではなく,そこまでに至った考える過程を重視しなければなら

ない。

これまで本校では,子どもたちが優れた認識主体(ものの見方・考え方・感じ方の主体)として

自立することをめざして,課題解決的な学習に取り組んできた。学習展開に沿って,どんな決める

場が考えられるのかを次にまとめる。

学習課題をもつ段階

課題解決のための計画をたてる段階

課題解決(追究)の段階

ふりかえりの段階

●学ぶ価値のある課題を決める。

(興味・関心・意欲に根ざした課題,必然性を伴う課題など)

●課題解決の方法を決める。

●課題に対する自分なりの考えをもつ。

●自分の考えのまとめ方(表現の仕方)を決める。

●相互交流により考えをさらに広げたり深めたりする。

●観点を決めて,自己評価を行う。
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3　「自立に向かう子どもたち」を育成する授業の具現化

(1)課題解決的な学習展開の重視

本校では,課題解決的な学習を柱とした学習のステップを構築してきた(平成9年度研究紀要参

照)。これまでの取り組みから,学習のステップと学習活動,教師の支援についてまとめると次のよ

うになる。

学習 ステ ップ 学　 習　 活　 動 支　 援　 活　 動

① 話題 ・課 題 e 主体 的 な 出会 い と課題 の発 見 ・実態 把握

教材 と出 会 う

② 見通 す

③ 課 題 を 解 決

・学習 目標 の意識 化

・課 題 の意 識 化

・学習 内容 , 方法 の イ メ ー ジ化

e 学習 へ の期待 , 主体 的 な学習 の構 えづ

く り

・学ぶ価 値 の あ る課 題 づ くり (興味・関心・

意欲を生かした, 必然性 を伴うなど)

・手 引 きな どを利用 した計 画づ く り

・見 通 し を生 か した 自主 的 な学習 ・個 と集 団 を関 連 させ た展 開の 重視

(追究 ) す る

④ ふ りか え る

理解領域 (考える→話し合 う→まとめる) (話し合いの焦点化, 成果の明確化)

表現領域 (考える→表現する→見直す)

。学 習 の成 果 の 自覚

・内容 , 方 法 にかか わ る自己評 価

・学 習 記録 の重 視

・評 価 の観 点 の明確 化

・肯 定 的評価 と次 の課 題 の把 握

子どもの実態や教材の特性に照らし合わせて,学習のステップを進めていくことが重要になって

くる。子どもたちに育てたい力は何か,それをどのような活動を取り入れてねらっていくのかを明

確にした上で,学習過程が工夫されてよいと考える。

本年度も,課題解決的な学習を中心とした授業実践を進めることでテーマに迫っていきたい。

見通しを生かして,課題解決するステップ③に焦点を当て研究を進めていきたいと考える。

(2)発達段階を考慮した指導0支援

学習を主体的なものにしていくためには,課題が子どもの「解きたい」という内なる要求から生

まれたもの,単元や教材の本質にせまる価値あるものにならなければならない。教師は,課題の質

を見極め,問いかけなどによる積極的な働きかけを行う必要がある。つまり,子どもの問いを育て,

追究への見通しをもたせるなどの教師の支援とともに,子どもの主体的な学習が成り立っていくと

考える。

発達段階を考慮して,課題解決的な学習におけるめざす子ども像を次のように考えている。

← 自分 の力で学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教師の指導 e 支援　 →

低学毎　 こここぎ童こ.こ...

中学年

高学年

壽端蕃巌こ　　　　　　　 、カ′叫　　 サ
CI

麹 寝解決的な学習 に向か う。

睾車 車
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